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今
年
の
紅
葉
は
便
り
と
共
に

瞬
時
に
し
て
終
わ
る
。
色
鮮
や

か
に
映
え
た
各
地
の
山
々
は
、

す
っ
か
り
雪
化
粧
に
覆
わ
れ
初

冬
を
迎
え
ま
し
た
。

　

豪
州
・
北
米
の
干
ば
つ
、
欧

州
の
多
雨
等
世
界
的
に
異
常
気

象
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
特
に

牧
乾
草
の
干
ば
つ
被
害
に
よ
る

減
収
は
、
直
接
供
給
・
価
格
に

反
映
さ
れ
ま
す
の
で
懸
念
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

気
象
庁
の
発
表
に
よ
り
ま
す

と
、
今
冬
の
関
東
甲
信
越
地
方

は
平
均
気
温
が
高
く
、
降
水
量

は
や
や
多
い
よ
う
で
す
。

　

暦
も
師
走
と
な
り
、
な
に
か

と
心
せ
わ
し
い
毎
日
に
な
り
そ

う
で
す
が
、
何
事
も
慌
て
ず
着

実
な
行
動
に
心
が
け
た
い
も
の

で
す
。

�
�
�
��
�

�
�
�
��
�



酪農とちぎ農業協同組合　2002.12.１●2

　

清
水　

一
郎　
　
　
　

志
藤　

光
央

　

岡
田　

建
史　
　
　
　

根
本　

弘
毅

　

俵
藤　

行
夫　
　
　
　

遠
藤　

清
志

　

大
江　

洋
一　
　
　
　

桜
井　

和
徳

　

林　
　

武
信　
　
　
　

柄
沢　

慎
一

　

間
宮　

祐
一　
　
　
　

斉
藤　
　

章

　

清
水　

正
彦　
　
　
　

大
森　

益
弘

　

花
山　

祐
志　
　
　
　

上
野　

一
夫

　

石
川　

正
嗣　
　
　
　

大
内　

淑
公

　

高
久　
　

誠　
　
　
　

桃
井　

兼
夫

㈹
今　
　

耕
一　
　
　
　

南
條　

弘
充

　

三
森　

幸
雄　
　
　
　

薄
葉　

恒
夫

【
黒
磯
地
域
】　
　
　
　
　
　
　
　

名
40

　

松
本　

雄
治　
　
　
　

月
井　

梅
男

　

田
代　
　

誠　
　
　
　

木
村　

英
夫

　

阿
久
津
良
一　
　
　
　

野
沢　

信
之

　

高
根
沢
健
治　
　
　
　

人
見　

政
博

　

人
見　

富
男　
　
　
　

星　
　

民
也

　

大
田
原
誠
一　
　
　
　

人
見　

武
美

　

室
井　

清
次　
　
　
　

室
井　

貴
良

　

藤
田　

将
一　
　
　
　

阿
久
津　

浄

　

阿
久
津
隆
男　
　
　
　

人
見　

浩
美

　

月
井　

昭
典　
　
　
　

印
南　
　

昇

　

長
谷
川
良
博　
　
　

㈹
小
林
貴
久
子

　

市
村
恵
久
子　
　
　
　

松
本　

要
一

　

蓮
見　

晴
明　
　
　
　

利
根
川　

晟

　

大
田
原　

浩　
　
　
　

豊
田　

勝
美

　

小
池　
　

力　
　
　

㈹
平
山　

忠
男

　

人
見
二
三
夫　
　
　
　

小
針　

秀
夫

　

菊
地　

一
夫　
　
　
　

高
梨　

良
一

　

室
井　

正
嘉　
　
　
　

室
井　

秀
行

　

磯　
　
　

和　
　
　
　

仙
波　

吉
雄

　

佐
藤　

一
男　
　
　
　

大
宮
司
功
一

　

中
山　

光
雄　
　
　
　

檜
山　

政
義

　

須
藤　

建
次　
　
　
　

黒
尾　

芳
定

【
塩
谷
地
域
】　
　
　
　
　
　
　
　

名
17

　

田
口　
　

訓　
　
　
　

小
野
田
耕
吉

　

羽
田　
　

栄　
　
　
　

田
中　

和
雄

　

福
田　

敏
巳　
　
　
　

鈴
木　

康
文

　

大
島
喜
代
巳　
　
　
　

物
井　
　

通

　

岡
本　

秀
治　
　
　
　

鈴
木　

和
昌

　

阿
久
津
豪
男　
　
　
　

加
藤　
　

功

　

箕
輪　

長
二　
　
　
　

鈴
木　
　

収

　

菅
谷　

哲
夫　
　
　
　

仲
山　
　

茂

　

坂
部　

喜
久

【
大
田
原
地
域
】　
　
　
　
　
　
　

名
16

　

越
井　

昭
一　
　
　
　

藤
田　

良
夫

　

渡
辺　

伸
一　
　
　
　

三
木　
　

盛

　

引
地　

達
雄　
　
　
　

石
塚　

克
巳

　

高
崎　

和
夫　
　
　
　

大
金　
　

勝

　

吉
成
亀
美
雄　
　
　
　

渡
辺　

忠
雄

　

渡
辺　

一
広　
　
　
　

遅
沢　
　

力

　

岡
見　
　

重　
　
　
　

長
谷
川
賢
一

　

松
村　

吉
晃　
　
　
　

鈴
木　

英
夫

【
塩
原
・
西
那
須
野
地
域
】　
　
　

名
15

　

伊
藤　

英
男　
　
　

八
木
沢
美
佐
雄

　

岡
田　
　

滋　
　
　
　

和
気　

敏
一

　

菊
池　

義
男　
　
　
　

藤
田　

勝
行

　

長
島　

粂
雄　
　
　
　

星　
　

正
保

　

鈴
木　

和
雄　
　
　
　

後
藤　

新
一

　

長
浜　

利
一　
　
　
　

菊
地　

則
夫

　

久
保　

幸
雄　
　
　
　

久
保　

市
郎

　

印
南　
　

登

【
那
須
地
域
】　
　
　
　
　
　
　
　

名
28

　

渡
辺　

一
至　
　
　
　

佐
藤　
　

篤

　

小
松　

良
吉　
　
　
　

大
泉　

晴
雄

　
　
　
　
　

＊
㈹
…
農
業
法
人
代
表
者

【
宇
都
宮
・
河
内
北
部
・
上
都
賀
】　

名
10

　

佐
藤　

正
弘　
　
　
　

山
中　

橘
男

　

堀
川　

之
男　
　
　
　

廣
田　

治
則

㈹
木
村　

康
彦　
　
　
　

郷
間　

守
夫

　

石
崎　
　

巌　
　
　
　

駒
場　
　

久

　

金
田　

修
一　
　
　
　

金
田　

利
夫

【
河
内
南
部
・
下
都
賀
地
域
】　
　

名
18

　

高
山　

完
治　
　
　
　

舘
野　
　

透

　

山
崎　

福
治　
　
　
　

松
枝
進
三
郎

　

後
藤
重
太
郎　
　
　
　

野
沢　

二
朗

　

高
山　

一
良　
　
　
　

高
山
多
妥
男

　

栗
崎　

芳
宗　
　
　
　

加
藤　

俊
雄

　

福
田　

米
三　
　
　
　

柿
沼　

澄
男

　

田
村　

順
一　
　
　
　

杉
野　
　

昇
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一
九
〇
名
無
投
票
当
選
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根
本　

壽
一　
　
　
　

藤
沼　

義
夫

　

松
本　

利
雄　
　
　
　

三
柴　

秀
夫

【
芳
賀
地
域
】　
　
　
　
　
　
　
　

名
28

　

山
口　

文
男　
　
　
　

上
ノ
内
雄
一

　

川
上　

一
幸　
　
　
　

梶
村　

健
介

　

永
嶋　
　

繁　
　
　
　

上
野　

勝
永

　

町
井　

幸
衛　
　
　
　

木
村　

誠
二

　

笹
島　

政
光　
　
　
　

小
滝　

岩
男

　

床
井　
　

勉　
　
　
　

大
島　
　

浩

　

鈴
木　
　

弘　
　
　
　

大
根
田　

崇

　

石
川　

市
郎　
　
　
　

青
柳　

孝
男

　

藤
井　

俊
夫　
　
　
　

高
橋　

裕
忠

　

柳　
　

宗
一　
　
　
　

柳　
　

憲
一

　

伊
沢　

健
一　
　
　
　

五
十
嵐
辰
夫

　

国
母　

孝
至　
　
　
　

細
島　

良
徳

　

星
野　
　

守　
　
　
　

片
桐　

一
嘉

　

石
崎　

忠
良　
　
　
　

井
沢　

直
行

【
那
須
南
地
域
】　
　
　
　
　
　
　

名
18

　

古
橋　

千
尋　
　
　
　

和
知　

功
武

　

平
野　

修
身　
　
　
　

佐
藤　

裕
良

　

森　
　

正
美　
　
　
　

黒
羽　

源
治

　

平
野　

勝
弘　
　
　
　

皆
川　
　

聡

　

小
室　

伸
一　
　
　
　

塩
野
目
満
幸

　

佐
藤　

充
則　
　
　
　

小
森　

幸
雄

　

松
井　
　

実　
　
　
　

栗
原　
　

豊

　

総
代
選
挙
規
程
の
変
更
に
基
づ
き
、

総
代
選
挙
の
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
九
地
域
酪
農
組
合
よ
り

の
推
薦
者
以
外
の
立
候
補
者
が
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
。よ
っ
て
、次
の
方
々

が
無
投
票
当
選
決
定
い
た
し
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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茂
木
町
の
梅
野
専
一
さ
ん
（
酪
農
と

ち
ぎ
理
事
）
が
農
地
利
用
集
積
功
労
者

と
し
、
栃
木
県
知
事
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
氏
は
現
在
町
農
業
委
員
会
長
を
務

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
三
年
間
で
六

十
七
件（
約
十
九
㌶
）の
農
地
賃
借
を
ま

と
め
上
げ
た
功
績
に
よ
り
、
地
域
農
業

振
興
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
相
馬
俊
市
副
組
合
長
、
小
針

勇
さ
ん
（
酪
農
と
ち
ぎ
理
事
）
が
黒
磯

市
産
業
功
労
者
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

　

両
氏
は
昭
和
五
十
五
年
か
ら
市
産
業

振
興
関
係
団
体
の
役
員
と
し
て
産
業
の

振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
功
労
が
認
め
ら

れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
と
共
に
心
よ
り
ご
功
績
を
讃

え
、
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

小針　　勇 氏 相馬 俊市 氏 梅野　専一 氏
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お
り
、
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ロ
ー
プ
レ
ミ
ア

ム
級
品
は
非
常
に
少
な
い
状
況
で
す
。

レ
ス
ブ
リ
ッ
チ
地
区
は
、
例
年
通
り
の

穂
付
き
も
良
く
茎
も
し
っ
か
り
と
し
た

生
育
で
一
番
刈
を
迎
え
た
が
、
収
穫
の

前
半
時
期
に
七
五
〇
㎜（
例
年
の
三
倍
）

の
降
水
量
が
あ
り
、
二
五
％
の
圃
場
が

レ
イ
ン
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、
全
体
で
生

産
量
の
三
〇
〜
四
〇
％
減
少
す
る
見
込

で
カ
ナ
ダ
チ
モ
シ
ー
栽
培
が
始
ま
っ
て

以
来
、
最
大
の
減
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

レ
イ
ン
ダ
メ
ー
ジ
の
な
い
圃
場
の
品
質

は
例
年
通
り
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
栽

培
農
家
保
護
の
た
め
政
府
が
補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
動
き
も
あ
り
、
品
不
足

・
高
騰
現
象
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
。

　

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
の
工
場
視
察
で
は
、

グ
レ
ー
ド
管
理
、
異
物
除
去
等
品
質
管

理
の
徹
底
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
、
そ

れ
を
購
入
し
た
末
端
ユ
ー
ザ
ー
の
反
応

に
か
な
り
関
心
が
あ
り
、
牛
が
食
べ
る

品
質
を
作
る
為
の
情
報
を
蓄
積
し
て
い

る
等
、
お
互
い
の
情
報
交
換
が
必
要
で

―
前
号
か
ら
の
続
き　

エ
レ
ン
ズ

バ
ー
グ
の
作
柄
に
つ
い
て
―

　

全
体
的
に
エ
レ
ン
ズ
バ
ー
グ
の
作
柄

は
、
昨
年
の
干
ば
つ
で
二
番
草
が
刈
り

取
り
出
来
な
か
っ
た
圃
場
も
多
く
、
更

新
が
進
ま
な
か
っ
た
た
め
に
、
ブ
ル
ー

グ
ラ
ス
（
雑
草
）
の
混
入
が
今
年
多
い

傾
向
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

カ
ナ
ダ
ア
ル
バ
ー
タ
州
で
は
小
麦
・

大
麦
等
、
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
ク
ロ
ッ

プ
と
の
競
合
が
あ
り
ま
す
が
、
数
年
来

チ
モ
シ
ー
は
最
も
収
益
性
の
あ
る
作
物

と
し
て
右
肩
上
が
り
の
栽
培
面
積
の
拡

大
が
続
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ア
ル
バ
ー
タ
州
で
の
チ
モ
シ
ー
生
産

は
大
き
く
分
け
て
二
つ
の
地
域
に
分
け

ら
れ
ま
す
。
ド
ラ
イ
ラ
ン
ド
地
域
は
、

気
象
観
測
一
三
〇
年
間
で
最
悪
の
気
候

（
冷
涼
・
少
雨
・
干
ば
つ
）
に
よ
り
五

〇
％
の
減
収
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

品
質
的
に
は
茎
が
細
く
、
穂
も
短
い

傾
向
で
す
。
結
果
的
に
柔
ら
か
い
が
葉

は
悪
天
候
の
影
響
に
よ
り
茶
色
化
し
て

栃
木
県
知
事
賞
に
一
名　
　
　
　
　

黒
磯
市
表
彰
に
二
名
が
表
彰
さ
れ
る
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あ
り
大
切
で
あ
る
と
認
識
し
ま
し
た
。

雑
駁
な
レ
ポ
ー
ト
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
現
地
を
見
て
圃
場
の
広
大
さ
、

作
業
を
効
率
よ
く
進
め
る
為
の
機
械
設

備
、
ど
れ
を
見
て
も
驚
き
と
感
心
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　

中
で
も
感
心
し
た
の
は
、
砂
漠
を
灌

漑
に
よ
り
耕
作
し
て
い
る
点
で
、
移
動

の
航
空
機
内
か
ら
も
良
く
見
え
た
砂
漠

地
帯
の
中
の
円
形
圃
場
等
、
米
国
人
の

発
想
の
た
く
ま
し
い
開
拓
精
神
を
感
じ

ら
れ
、
砂
漠
地
帯
に
お
け
る
こ
の
よ
う

な
方
法
で
の
栽
培
に
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。

（
宇
都
宮
支
所
経
済
課
長　

北
山
正
一
）牧草地でのスナップ

第
十
五
回 
栃
木
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

　
　

〜
駒
場
久
さ
ん

　
　
　
　

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
〜

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

去
る
十
月
十
九
日
、
県
酪
農
試
験
場

に
て
、
第
十
五
回
栃
木
県
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
共
進
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内

よ
り
精
鋭
八
十
四
頭
（
酪
農
と
ち
ぎ
よ

り
六
十
六
頭
）
が
出
品
さ
れ
、
審
査
は

荒
木
敏
彦
氏
（�
ジ
ュ
ネ
テ
ィ
ク
ス
北

海
道
業
務
部
次
長
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
名
誉
賞
に
は
未
経
産

の
部
に
植
木

靖
さ
ん
、
経

産
の
部
に
石

川
正
勝
さ
ん
、

駒
場
久
さ
ん

が
輝
き
ま
し

た
。
入
賞
お

め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

第４部　黒羽町　狸塚信夫さん
メリーランド
ウインドスター　ヘディー

第７部　南那須町　菊池善也さん
キクイチ　ジュラー
ファースト　ジャベラー

経産　名誉賞（４才以上）
第６部　宇都宮市　駒場　久さん
コマバファーム
ハイ　ジェッド　マックス

経産　名誉賞（２～３才）
第５部　那須町　石川正勝さん
フリーフライト　チャールズ
プログレス　マライア

第４部審査風景

各部優等１席入賞牛紹介

第３部　南那須町　中山真介さん
エスペランサ　レブロン　レイジー
ファースト　ダーハム　ET

第２部　南那須町　菊池善也さん
キクイチ　コラ
プリンセス　レデューク

未経産　名誉賞
第１部　今市市　植木　靖さん
プラントツリー　JY
スター　パーミッション
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� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

　

那
須
高
原
支
所

　

牛
舎
環
境
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

支
所
事
業
と
し
て
牛
舎
環
境
を
十
二

月
五
日
よ
り
指
導
課
職
員
が
巡
回
し
調

査
票
に
基
づ
き
点
検
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

当
初
よ
り
牛
舎
環
境
調
査
に
つ
い
て

は
支
所
事
業
と
し
て
計
画
を
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
再
度
支
所
活
動
推
進
協
議

会
で
協
議
し
た
結
果
、
年
二
回
（
今
年

度
は
一
回
）
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

『
安
心
、
安
全
、
新
鮮
な
高
品
質
乳

生
産
は
牛
舎
環
境
か
ら
』
を
基
本
に
、

牛
舎
内
外
の
環
境
に
も
う
一
度
目
を

配
っ
て
頂
き
、
牛
舎
の
環
境
を
見
直
し

て
頂
く
事
が
狙
い
で
す
。

　

年
末
に
向
け
て
、
何
か
と
お
忙
し
い

時
期
と
は
存
じ
ま
す
が
、
支
所
事
業
に

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

宇
都
宮
支
所

　

那
須
南
地
域
管
内
の

　
　
　
　

女
性
会
研
修
会
を
開
催

　

十
月
下
旬
に
、
南
那
須
町
女
性
会
と

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

烏
山
町
女
性
会
の
研
修
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。

　

南
那
須
町
女
性
会
は
、
十
月
二
十
四

日
、
須
藤
信
子
会
長
他
総
勢
十
八
名
の

参
加
を
得
て
、
那
須
町
「
間
宮
祐
一
牧

場
」
の
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
中
心
に
視
察

研
修
し
ま
し
た
。奥
さ
ん
か
ら
、ロ
ボ
ッ

ト
の
導
入
後
の
作
業
内
容
な
ど
を
丁
寧

に
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ

ト
化
の
到
来
を
身
近
に
感
じ
た
一
日
で

あ
り
ま
し
た
。
視
察
後
は
紅
葉
を
満
喫

す
る
予
定
で
し
た
が
、
濃
霧
で
良
く
見

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
分

イ
タ
リ
ア
料
理
で
明
日
へ
の
英
気
を
充

分
養
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

烏
山
町
女
性
会
は
十
月
二
十
八
日
、

塩
野
目

美
津
子

会
長
他

総
勢
十

三
名
で

「
茨
城

県
大
子

東
部
堆

肥
生
産

プ
ラ
ン

ト
」
を

視
察
研

修
し
ま

し
た
。

園
芸
好
き
な
奥
さ
ん
に
よ
り
、
大
型
酪

農
を
経
営
す
る
忙
し
い
合
間
の
中
綺
麗

に
手
入
れ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
研
修
内

容
は
、
飼
養
管
理
は
勿
論
で
す
が
、
環

境
美
化
の
話
に
興
味
津
々
の
様
子
で
し

た
。
県
南
と
の
気
候
の
大
き
な
違
い
が

あ
る
も
の
の
参
考
に
な
る
点
は
夫
々
に

感
じ
て
頷
い
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
は
那
須
高
原
で
の
和
牛
ス
テ
ー

キ
に
舌
鼓
を
打
ち
、
ロ
ゼ
ワ
イ
ン
に
頬

を
染
め
て
一
段
と
話
も
弾
み
ま
し
た
。

　

帰
り
道
に
ハ
ー
ブ
ハ
ニ
ー
ガ
ー
デ
ン

に
立
ち
寄
り
、
ハ
ー
ブ
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
環
境
美
化
の
話
題
が
も
う
一
つ

増
え
た
よ
う
で
す
。
終
始
す
っ
か
り
打

ち
溶
け
合
い
、
情
報
交
換
も
で
き
、
よ

り
親
睦
が
深
ま
る
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
後
の
活
動
と
し
て
講
習
会
を
予
定

し
て
お
り
、
本
女
性
会
は
幅
広
い
支
部

活
動
に

取
り
組

み
、
経

営
向
上

を
目
指

し
て
い

ま
す
。

糞
尿
処

理
に
つ

い
て
再

認
識
す

る
目
的

も
あ
り

ま
し
た

が
、
そ

れ
以
上

に
、
こ

れ
か
ら

の
農
業
は
堆
肥
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
を
、
皆
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
云
う

気
持
ち
に
駆
ら
れ
た
研
修
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

昼
食
に
は
袋
田
の
名
産
を
頬
張
り
な

が
ら
雑
談
に
花
を
咲
か
せ
、
り
ん
ご
狩

り
を
楽
し
み
、
親
睦
を
よ
り
一
層
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

栃
木
県
南
支
所

　

女
性
会
河
内
南
部
・
下
都
賀
支
部

　

視
察
研
修
会
を
開
催

　

十
月
二
十
八
日
、
支
部
長
�
本
清
子

さ
ん
他
三
十
名
は
那
須
地
域
の
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

県
南
か
ら
バ
ス
で
二
時
間
走
り
、
酪

農
と
ち
ぎ
女
性
会
会
長
宅
の
那
須
高
原

今
牧
場
を
視
察
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

牧
場
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
誇
る
草
花
は
、

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

南那須町女性会

烏 山 町 女 性 会
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に
入
り
ま
し
て
脂
肪
率
及
び
無
脂
乳
固

形
分
等
の
成
分
的
乳
質
は
前
年
を
上
回

り
、
各
支
所
と
も
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
宇
都
宮
支
所
・
県
南
支
所
管
内
に

お
い
て
高
い
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

体
細
胞
数
に
つ
い
て
は
宇
都
宮
支
所

管
内
に
お
い
て
前
年
よ
り
改
善
さ
れ
る

成
績
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
総
体
と
し

て
前
年
と
比
較
す
る
と
や
や
低
下
し
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
乳
牛
の
飼
養
管
理
に
努
め
ら

れ
、
乳
成
分
及
び
衛
生
的
乳
質
の
改
善

が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

十
月
ま
で
の
乳
量
及
び
乳
質
成
績
の

推
移
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

年
末
年
始
の
検
査
業
務
に
つ
い
て

　

年
末
年
始
と
も
抗
生
物
質
等
の
検
査

に
つ
い
て
は
毎
日
行
な
い
ま
す
の
で
、

必
ず
残
留
検
査
を
受
け
、
安
全
を
確
認

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

後
に
出
荷
し
、
乳
質
等
の
事
故
が
な
い

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

生
乳
販
売
部

　

生
産
乳
量
は
今
年
度
九
月
度
ま
で
は

順
調
に
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、
十
月

に
入
り
一
転
し
て
減
少
傾
向
と
な
り
、

前
年
比
九
九
・
六
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

要
因
が
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
今
夏

の
猛
暑
に
よ
る
影
響
が
出
て
き
た
と
考

え
ら
れ
、
し
ば
ら
く
は
こ
の
傾
向
で
推

移
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

需
要
期
生
産
と
い
う
面
か
ら
考
え
れ

ば
好
ま
し
い
傾
向
で
は
あ
り
ま
す
が
、

来
年
度
以
降
の
生
産
量
の
確
保
が
心
配

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ

の
影
響
に
よ
り
、
乳
牛
の
更
新
が
活
発

に
行
な
え
な
い
状
況
が
続
い
た
影
響
と
、

今
後
の
乳
牛
導
入
の
状
況
等
に
よ
り
生

産
動
向
が
変
化
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

乳
質
は
、
夏
期
に
お
い
て
前
年
度
並

に
推
移
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
十
月

�
　
乳
量
の
推
移

�
　
脂
肪
率
の
推
移

�
　
無
脂
乳
固
形
分
率
の
推
移

�
　
体
細
胞
数
の
推
移

�
�
�
���

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������
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酪　

農　

部

　

青
年
部
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
開
催

　

本
部
青
年
部
主
催
に
よ
る
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
が
、
十
一
月
六
日
『
に
し
な

す
の
運
動
公
園
』
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
肌
寒
い
一
日
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
十
二
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱

気
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
や
珍
プ
レ
ー
等
の

続
出
に
よ
り
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
大
会
を
通
じ
ま
し
て
、
部

員
の
更
な
る
親
睦
が
深
め
ら
れ
た
事
と

思
い
ま
す
。

　

成
績
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
通

り
で
す
。

　

優　

勝　

塩
谷
チ
ー
ム

　

準
優
勝　

大
田
原
チ
ー
ム

　

第
三
位　

那
須
Ａ
チ
ー
ム

　

第
四
位　

那
須
Ｂ
チ
ー
ム

　

Ｍ
Ｖ
Ｐ　

箕
輪　
義
則
氏

〔単位：頭，千円（税込）〕

500　
　以上

451　
 ～500

401　
 ～450

351　
 ～400

301　
 ～350

～300
平均
価格

成立
頭数

開催日市場名

253691439342920711月 6日北 見

261502008727443549411月11日十 勝

884743729442323611月13日釧 路

401741263910245039111月14日根　　室

149716360341242138011月15日豊 富

十勝（11／26－27）根室（11／28）北見（11／29）

113541654266109254301,708合 計

368872710379141444432,514前 月

4282,849前年同月

11月ホクレン初妊牛市場成績

市場名：西那須野市場
単位：円

11月15日開催期日

平 均最 低最 高平均体重成立頭数種 別

56,2766,30080,850－109ホルス雄

134,21366,150175,350－56Ｆ１雄

84,34432,550100,200－58Ｆ１雌

市場名：館林市場（群馬）
単位：円

11月17日開催期日

平 均最 低最 高平均体重成立頭数種 別

63,33352,00073,000746ホルス雄

147,00034,000183,0006710Ｆ１雄

122,00034,000154,0007013Ｆ１雌

家 畜 市 場 成 績

ナイススライディング�

�������

����������

��������

� � � �

��������

���

��
�
���
�
�
�

��
�
�
�

��
�
�
�

��
�
�

��
�
�
�

��
�
�
�
���
�
�

��
�
���
�

��
�
�
�

��
�
�
�

��
�
�
�

��
�
�
�

��
�
�
�

��� ���

� ����������������������������������������������������������������������������������������������������

力強く選手宣誓する
大田原青年部長　相馬健造 氏
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�����������

◇●
 

一
年
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、

そ
の
歳
に
残
し
た
事
は
年
内
に

片
付
け
る
と
い
う
風
習
が
一
般

的
な
の
か
、
気
忙
し
く
動
き
回

る
師
走
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

す
す
払
い
・
ガ
ラ
ス
磨
き
な

ど
慣
れ
な
い
仕
事
で
疲
れ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
懸
命
に
掃
除
を

し
、
お
風
呂
で
身
を
清
め
て
か

ら
新
年
を
迎
え
る
の
は
、
神
仏

に
祈
る
信
心
に
近
い
行
為
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
せ
め
て
来
年
は

嫌
な
事
を
見
聞
き
せ
ず
、
心
お

だ
や
か
に
人
間
ら
し
く
暮
ら
し

た
い
も
の
で
す
。

◇●
 

お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
い
時
期

で
す
。
食
文
化
と
い
う
言
葉
が

あ
り
ま
す
が
、
当
然
お
酒
に
も

文
化
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
あ

る
本
で
、「
日
本
は
自
国
の
酒
文

化
の
破
壊
を
法
律
で
認
め
て
い

る
」
と
、
あ
り
ま
し
た
。
と
い

う
の
は
、
ラ
ベ
ル
に
わ
ざ
わ
ざ

『
純
米
酒
』
と
書
い
て
あ
っ
た

り
し
ま
す
。
米
で
作
る
の
は
当

た
り
前
で
あ
る
筈
な
の
に
ア
ル

コ
ー
ル
等
の
添
加
を
認
め
て
い

る
た
め
に
生
じ
る
現
象
で
す
。

ワ
イ
ン
に
は
純
ぶ
ど
う
酒
な
ん

て
書
い
て
あ
り
ま
せ
ん
。
文
化

的
で
お
い
し
い
お
酒
を
飲
み
た

い
も
の
で
す
。　
　
　

（
Ａ
）
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結
婚
な
さ
れ
ま
し
た
。

末
永
く
お
幸
せ
に
。

�
那
須
町
の
高
橋
力
さ
ん
が
、
十
一
月

十
日
に
新
婦
直
さ
ん
を
迎
え
ら
れ
結
婚

な
さ
れ
ま
し
た
。

末
永
く
お
幸
せ
に
。

②　

年
末
年
始
休
業
の
お
知
ら
せ

　

次
の
通
り
休
業
と
な
り
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。
尚
、
検
査
業
務
は

通
常
通
り
行
い
ま
す
。

十
二
月
二
十
九
日
〜
一
月
三
日

　

�一
 
　

九
月
度
及
び
上
半
期
事
業
実
績

に
つ
い
て

　

�二
 
　

総
代
選
挙
に
伴
う
選
挙
管
理
者

等
選
任
に
つ
い
て

　

�三
 
　

専
門
委
員
会
開
催
に
つ
い
て

　
　

十
一
月
二
十
五
日
〜
二
十
六
日

　�
�
�
�

①　

祝
・
ご
結
婚

�
今
市
市
の
吉
田
昇
さ
ん
が
、
十
一
月

三
日
に
新
婦
喜
美
江
さ
ん
を
迎
え
ら
れ

十
月
度
理
事
会

報
告
事
項

　

�一
 
　

組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

　

�二
 
　

農
業
近
代
化
資
金
貸
付
に
つ
い

て

　

�三
 
　

乳
牛
飼
養
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

�四
 
　

上
半
期
監
査
実
施
に
つ
い
て

協
議
事
項
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連
総
会
に
お
い
て
国
連
に
よ
る
査
察
が

全
会
一
致
で
決
議
さ
れ
、
イ
ラ
ク
は
こ

れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
米
国
の
武
力

行
使
は
一
応
回
避
さ
れ
た
。
今
後
の
査

察
が
国
連
の
思
惑
通
り
に
行
わ
れ
る
か

今
し
ば
ら
く
注
目
し
た
い
。

　

ま
た
、
ビ
ン
・
ラ
デ
イ
ン
氏
の
不
気

味
な
影
が
動
き
出
し
た
。 
何  
時 
・ 
何  
処 

い 

つ 

ど 

こ

で
・
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
恐
怖

は
な
ん
と
し
て
も
現
世
か
ら 
葬 
り
去
ら

ほ
う
む

ね
ば
な
ら
な
い
。

　

北
朝
鮮
拉
致
問
題
の
解
決
は
長
期
戦

と
な
り
そ
う
な
気
配
で
あ
る
。
日
本
政

府
と
し
て
も 
毅  
然 
と
し
た
態
度
で
こ
の

き 
ぜ
ん

問
題
の
完
全
解
決
を
図
っ
て
も
ら
い
た

い
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

酪
農
と
ち
ぎ
も
昨
年
八
月
創
立
以
来

　

今
年
は
秋
が
本
当
に
短
か
っ
た
。

　

そ
れ
と
い
う
の
も
、
九
月
を
過
ぎ
十

月
に
入
っ
て
も
連
日
二
十
度
を
越
え
、

夏
の
よ
う
な
暑
い
日
が
つ
づ
い
た
か
と

思
う
と
、
十
月
中
旬
に
は 
俄 
か
に
寒
気

に
わ
か

が
襲
っ
て
来
て
、
わ
ず
か
一
週
間
の
間

に
気
温
が
十
度
も
低
下
し
、
初
霜
や
紅

葉
の
便
り
が
聞
か
れ
た
。
続
い
て
初
冠

雪
・
白
鳥
の
飛
来
な
ど
と
冬
の
便
り
が

相
次
い
で
慌
し
く
訪
れ
、
夏
の
よ
う
な

暑
さ
か
ら
一
ヶ
月
も
た
た
な
い
う
ち
に

初
冬
の
訪
れ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

イ
ラ
ク
の
情
勢
が
緊
迫
す
る
中
、
国

一
年
四
ヶ
月
を
経
過
し
た
。

　

組
合
員
の
中
に
は
新
し
い
組
合
の
方

式
に
多
少
戸
惑
い
の
あ
っ
た
方
も
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
も
よ
う
や

く 
馴  
染 
ん
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

な 

じ

　

組
合
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
概
ね

当
初
の
計
画
通
り
順
調
に
推
移
し
、
施

設
等
の
統
廃
合
に
つ
い
て
も
、
地
域
組

合
員
の
皆
様
の
理
解
と
協
力
に
よ
り
逐

一
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
合
併
に
よ

る
効
果
は
、
施
設
や
事
業
等
の
合
理
化

に
よ
っ
て
仕
事
の
効
率
を
生
み
出
す
こ

と
が
前
提
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
組
合
員
の
協
力
は
欠
か
せ
な
い
要
素

で
あ
り
ま
す
、
今
後
と
も
組
合
の
方
針

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｗ
）
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